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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
長　

　中　

山　

正　

隆

平
成
二
十
五
年 

新
年
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
議
会
議
長　
　

中　

山　
　
　

進

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に
対
し
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
日
本
は
、
一
昨
年
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
復
興
へ
と
歩
む

一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
震
災
で
被
害
を
受
け
た
東
北
地
方
の
町
を
視
察

す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
状
況
を
直
に
見
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
も
ま
だ
震
災
当
時

の
悲
惨
な
状
態
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
被
災
し
た
方
々

の
多
く
も
ま
だ
震
災
前
の
生
活
に
戻
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
を
今
後
も
さ
ら
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
年
末
に
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
前
回
か
ら
3
年
余
り
で
再
び
政

権
が
交
代
す
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。被
災
地
の
復
興
、原
発
問
題
、景
気
対
策
、

T
P
P
参
加
問
題
、
外
交
・
安
全
保
障
等
等
、
国
内
外
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

国
民
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
わ
が
町
と
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
今
後
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
地
域
の
皆
様
方
の
か
ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
吉
備
中
学
校
の
新

校
舎
と
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
新
消
防
庁
舎
が
完
成
す
る
予
定
で
、
現
在
工
事

が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
十
一
月
に
は
第
十
九
回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
有
田
川
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
も
っ
と
全
国
に
P
R
し
、
さ
ら

な
る
活
性
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
代
表
と
し
て
の
認
識
に
立
ち
、
皆
様
方

の
ご
意
思
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
今
後
も
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
す
ば
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
ま
た
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
各
般
に
わ
た
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
大
き
な
災
害
も
な
く
平
穏
な
一
年
で
あ
っ
た
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
昨
年

の
東
日
本
大
震
災
と
台
風
十
二
号
の
被
災
を
考
え
る
と
、
常
に
防
災
意
識
を
高
め
、
危
機
感

を
も
っ
て
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
が
い
か
に
大
事
か
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

役
場
内
で
は
機
構
改
革
を
行
い
、
初
め
て
の
部
制
を
採
用
し
ま
し
た
。
つ
な
が
り
の
深
い

複
数
の
課
を
統
括
す
る
こ
と
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
迅
速
か
つ
効
率
よ
く
事
務
処
理
が
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

道
路
網
整
備
な
く
し
て
町
の
発
展
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
待
望
の
岩
野
河

バ
イ
パ
ス
も
2
月
竣
工
の
予
定
で
す
。
国
道
・
県
道
の
整
備
を
強
く
国
・
県
へ
働
き
か
け
、

地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
内
の
小
中
学
校
の
耐
震
化
も
い
よ
い
よ
今
年
度
で
す
べ
て
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。
現
在

吉
備
中
学
校
の
改
築
工
事
中
で
す
が
、
三
月
末
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。
子
育
て
支
援
と

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
消
防
防
災
拠
点
で
あ
る
消
防
庁
舎
も
今
年
の
十
一
月
末
完
成
を
め
ざ
し
、
改
築
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
つ
も
住
民
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
考
え
、
豊
か
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
か
っ
て
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
十
一
月
に
は
日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
「
あ
ら
ぎ
島
」
を
有
す

る
本
町
で
、「
第
十
九
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
は
全
国
の

棚
田
を
共
有
す
る
市
町
村
が
集
い
、
先
人
た
ち
が
血
と
汗
の
に
じ
む
思
い
で
開
い
た
棚
田
を

い
か
に
守
り
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
か
話
し
合
う
意
義
深
い
大
会
で
あ
り
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
農
地
保
全
や
商
業
観
光
に
対
す
る
意
識
の
向
上
と
町
発
展
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
行
政
の
運
営
に
は
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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１
．
職
種
お
よ
び
募
集
予
定
人
員　

①
非
常
勤
保
育
士
・
14
名
程
度

②
非
常
勤
図
書
館
職
員
・
9
名

 

２
．
勤
務
条
件　

◇
職
務
内
容

①
町
立
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
業
務
な
ど

②
町
立
図
書
館
・
室
に
お
け
る
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で

の
貸
出
・
返
却
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
、
和
洋
図

書
・
雑
誌
・
漫
画
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
登
録
、
書

架
整
理
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
広
報
等
の
利
用
促
進
、

移
動
図
書
館
業
務
な
ど
、
図
書
館
全
般
の
業
務

◇
報
酬
（
月
額
）

①
②
1
5
2
，8
0
0
円

◇
勤
務
時
間

①
週
37
．5
時
間
以
内

通
常
1
日
に
つ
き
7
時
間
30
分
、
1
週
間
に
つ

き
5
日
の
勤
務
で
す
。
勤
務
場
所
に
よ
っ
て
は

変
則
勤
務
や
土
日
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

②
週
5
日
以
内
勤
務

8
時
45
分
～
17
時
15
分
お
よ
び
10
時
45
分
～

19
時
15
分
（
通
常
1
日
7
時
間
30
分
程
度
）

勤
務
場
所
お
よ
び
勤
務
従
事
時
間
に
つ
い
て
は

勤
務
割
り
振
り
に
よ
り
ま
す
。

◇
雇
用
期
間

平
成
25
年
4
月
1
日
～
平
成
26
年
3
月
31
日
ま

で
の
1
年
間

 

３
．
応
募
資
格　

①
昭
和
28
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

②
昭
和
28
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
の
基
本
的

操
作
が
で
き
る
人
。

普
通
免
許
所
有
者
（
2
t
程
度
の
車
が
運
転

可
能
な
方
）

※
司
書
、
司
書
補
ま
た
は
司
書
教
諭
の
資
格
（
以

下
「
司
書
等
の
資
格
」
と
い
う
。）
を
お
持
ち
の

方
、
図
書
館
実
務
経
験
者
を
優
遇
い
た
し
ま
す
。

 

４
．
選
考
方
法　

①
非
常
勤
保
育
士

○
書
類
選
考
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、
受
験
申
込

時
に
ご
提
出
い
た
だ
く
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

も
と
に
、
事
前
審
査
を
行
い
ま
す
。

○
面
接
試
験
／
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
後
日

担
当
者
か
ら
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

②
非
常
勤
図
書
館
職
員

一
次
試
験
／
作
文
試
験
・
職
場
適
応
性
検
査

二
次
試
験
／
面
接
試
験
…
日
時
・
場
所
に
つ
い
て

は
、
後
日
担
当
者
か
ら
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

 

５
．
受
験
手
続　

◇
申
込
用
紙
の
交
付

①
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課
、
各
町
内
公
立
保
育

所
、
各
へ
き
地
保
育
所
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

②
社
会
教
育
課
、
金
屋
図
書
館
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
、き
び
会
館
図
書
室
、清
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

※
有
田
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
で
す
。

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
申
込
用
紙
を
郵
送

で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、
80
円
切
手
を

貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封

し
て
、
①
は
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課
ま
で
、

②
は
有
田
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
書
類

①
②
共
通

・
有
田
川
町
非
常
勤
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　
（
顔
写
真
を
貼
付
す
る
こ
と
）

①
非
常
勤
保
育
士
の
み

・
有
田
川
町
非
常
勤
職
員
採
用
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

・
保
育
士
資
格
取
得
（
見
込
み
）
を
証
明
す
る
書

類
の
写
し

②
非
常
勤
図
書
館
職
員
の
み

・
司
書
等
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
れ
を
証

明
す
る
も
の
の
写
し

◇
申
込
方
法

①
提
出
書
類
を
、
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課
ま
た
は

金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

②
提
出
書
類
を
、
有
田
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

 

６
．
受
付
期
間　

①
1
月
7
日
（
月
）
～
18
日
（
金
）【
当
日
必
着
】

※
土
日
祝
日
を
除
き
、
8
時
30
分
～
17
時
15
分

②
1
月
4
日
（
金
）
～
20
日
（
日
）【
当
日
必
着
】

※
休
館
日
を
除
き
、
平
日
10
時
～
19
時

　
（
土
日
祝
日
は
17
時
ま
で
）

採用試験
のご案内
平成25年４月採用

①非 常 勤 保 育 士

金屋庁舎　こども教育課
〒 643-0153
有田郡有田川町大字中井原 136-2

吉備庁舎　企画財政課
〒 643-0021
有田郡有田川町大字下津野 2018-4

■問い合わせ ☎ 0737-52-2111

②非 常 勤 図 書 館 職 員
有田川町地域交流センター（ALEC）

〒 643-0021
有田郡有田川町大字下津野 704

■問い合わせ ☎ 0737-52-4730

採
用
試
験

　共
通
項
目

★「
3
．
応
募
資
格
」
に
つ
い
て

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
受
験

で
き
ま
せ
ん
。（
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に

該
当
す
る
人
）

ア　

成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

イ　

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

ウ　

有
田
川
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処

分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
2
年
を

経
過
し
な
い
人

エ　

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い

て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し

た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張

す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成 

し
、
又

は
こ
れ
に
加
入
し
た
人

★「
5
．
申
込
方
法
」
に
つ
い
て

郵
送
す
る
場
合
は
、
①
は
必
ず
簡
易
書
留

郵
便
で
、
②
は
簡
易
書
留
郵
便
ま
た
は
特

定
記
録
郵
便
と
し
、
封
筒
の
表
に
「
採
用

試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
以
外
に
よ
る
不
着
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
一
切
対
応
し
か
ね
ま
す
。

★
そ
の
他

受
理
し
た
提
出
書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
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ま ち の わ だ い

瑞宝単光章（消防）
木 下 富 夫 氏（76 歳）

11 月 26 日、かな
や明恵峡温泉で「有
田温泉協会献湯祭」
が行われました。有
田地方の 9 つの温泉
施設より当日汲み上
げた温泉水を献湯し、
豊かな温泉の恵みへ
の感謝と有田地方の
良質な温泉の PR を
行いました。

献湯祭は毎年「い
い風呂の日」に合わ
せ 11 月 26 日に行わ
れ、今回で第 8 回を
数えます。有田川町
ではかなや明恵峡温
泉の他、しみず温泉・
二川温泉も参列し、
各温泉の発展を祈願
しました。

第 2 回有田川町絵本コンクールの受賞
作品が決定しました！入賞作品は右のとお
りです。

11月 24 日に地域交流センター ALEC に
て授賞式が執り行われ、同時に宮西達也さ
ん、真珠まりこさん、よしながこうたくさん
による座談会や、サイン会も開催され、最
優秀賞作品の読み聞かせも行われました。

秋の叙勲有田温泉協会献湯祭

第 2回有田川町
絵本コンクール

【最優秀賞】
　『ゴロ ゴロ ゴロリ』　吉村 実

【優秀賞】
　『おくびょうな とのさま』　西井 彰範
　『ねれへん ねれへん』　日野坪 裕美

【佳作】
　『おうさまのおねしょ』　横田 道生・車崎 則子
　『やまもたまには』　喜湯本 のづみ
　『へいのむこう』　野村 宇子

【有田川賞】
　『どっちが どっち』　オゴン バイラ
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ま ち の わ だ い

杉 村 繁 男 氏（生石）

12 月 1 日、きび会館周辺で開催された「AKI ☆ DEN2012」の
成績は次のとおりです。
■入賞チーム

1 位：田殿 A…46 分 35 秒、2 位：藤並 A…47 分 03 秒、
3 位：小川 A…48 分 36 秒

■区間賞（敬称略）
【1 区】1 位：岩本 悠里、2 位：林　 佳奈、3 位：森 　友美
【2 区】1 位：山本 輝昴、2 位：藤原 竜也、3 位：岩垣 圭佑
【3 区】1 位：奥森 愛梨、2 位：峠原 理佳、3 位：岡 　鈴菜
【4 区】1 位：笠松 慧大、2 位：森本 恵翔、3 位：石谷 龍希
【5 区】1 位：小熊 楓彩、2 位：髙井 里浦、3 位：中嶋 夕華
【6 区】1 位：杉本 鳳也、2 位：網谷 康希、3 位：前 　晴貴

■タイムトライアル（敬称略）
【男子】1 位：前山 陸人、2 位：谷 　祏空、3 位：松本 詞裕
【女子】1 位：芝﨑 万奈実、2 位：上田 愛華、3 位：松阪 美音

生石高原県立自然公園において、長年、美化清掃、
パトロール、利用者に対する適正利用の指導を行う
など、自然保護思想の普及啓発、事故防止にご尽
力され、11月10日白山国立公園指定 50 周年記念
式典の会場において、表彰されました。

食育運動の推進に伴い、「地産地消」活動のひと
つとして農業士会の方が丹精込めて作り上げた温
州みかんを町内の子どもたちに味わってもうらおう
と贈呈されました。

将来有田川町を担っていく子どもたちにみかんや
農業への関心を深めてもらうことを目的として、毎
年実施されています。

平成 24 年度
自然公園関係功労者

環境大臣表彰

おいしいみかんを子どもたちへ

タスキで思いをつなげ！
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健康みちしるべ

冬
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

寒
さ
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
今
月
は
寒
い
冬
を
元
気
に

過
ご
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

環 

境
風
邪
な
ど
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
は
、

低
温
で
乾
燥
し
た
場
所
を
好
み
ま
す
。
例

え
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
湿

度
50
％
の
環
境
で
は
約
10
時
間
で
ほ
ぼ
全

滅
し
ま
す
が
、
湿
度
35
％
以
下
だ
と
1
日

た
っ
て
も
生
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
加
湿
を
し
て
い
な
い
部
屋
の
湿
度

は
、
冬
場
は
20
％
程
度
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
室
温
は
20
℃
前
後
、
湿
度
は
50

～
60
％
以
上
に
保
つ
よ
う
、加
湿
器
を
使
っ

た
り
濡
ら
し
た
衣
服
を
干
す
な
ど
の
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

衣 

服
厚
手
の
も
の
1
枚
よ
り
、
薄
手
の
も
の

を
重
ね
着
す
る
方
が
、
保
温
に
効
果
的
で

す
。
首
や
袖
、
足
元
な
ど
衣
服
の
開
口
部

を
し
っ
か
り
ふ
さ
ぐ
と
、
体
の
熱
が
逃
げ

に
く
く
な
り
、
保
温
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

マ
フ
ラ
ー
や
手
袋
、
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー

な
ど
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
発
熱
繊
維
な

ど
素
材
そ
の
も
の
に
保
温
機
能
を
も
た
せ

た
衣
類
も
多
く
登
場
し
て
い
ま
す
。

入 

浴
寒
く
な
る
と
血

液
の
循
環
が
悪
く

な
り
、
手
足
や
腰

な
ど
が
冷
え
や

す
く
な
る
の
で
、

ゆ
っ
く
り
お
風
呂

に
つ
か
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
38
～
40
℃
位
の
ぬ
る
め

の
お
湯
に
10
～
15
分
程
度
ゆ
っ
く
り
つ
か

る
と
、
全
身
が
温
ま
っ
て
血
液
の
循
環
が

よ
く
な
り
、
疲
労
を
回
復
さ
せ
ま
す
。
た

だ
し
、
血
圧
が
高
い
時
や
降
圧
剤
の
内
服

直
後
、
食
事
や
運
動
の
直
後
は
控
え
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
脱
衣
室
や
浴
室
を
暖
か

く
し
て
お
く
こ
と
、
入
浴
後
は
水
分
補
給

を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
も
か
ね
て
、
市
販
の
入
浴
剤
や
ユ

ズ
・
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を
お
風
呂
に
入
れ
る

こ
と
も
よ
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。

運 

動

家
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
で
運
動
不

足
に
な
り
や
す
い

季
節
で
す
が
、
体

力
を
保
ち
、
肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
積
極
的
に
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
管
理
に
留
意
し
、
健
や
か
で
快
適

な
冬
の
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
工
夫
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

食 

事
昔
か
ら
「
み
か
ん
を
食
べ

る
と
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
柑
橘
類
や
野
菜
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る

ビ
タ
ミ
ン
C
は
免
疫
力
を
保
つ
働
き
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
レ
バ
ー
や
に
ん
じ
ん
な
ど

に
多
く
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
A
は
、
か
ぜ

な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
口
で
あ
る
粘
膜
の

健
康
を
保
ち
ま
す
。
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の

青
野
菜
や
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
か
ぼ
ち
ゃ
な

ど
は
ビ
タ
ミ
ン
A
・
C
を
と
も
に
多
く
含

み
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

乳幼児を子育て中のみなさんへ

あけましておめでとうございます。今年も子育ての大変さ
を気軽に話したり、ほっと息抜き出来る場として支援セン
ターをご利用くださいね。

目を合わせて「おはよう」、食事をして「おいしいね」
毎日のていねいな暮らしが、子どもの心を育てます。

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
～木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第2木曜日10:00～ 11:00
　（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0～1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半～就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４木曜日9:30～ 11:00

あそびのひろばは、1月11日からとなります。
23・25日の午後は保育所行事のためお休みします。
■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）

☎ 090-7966-1697　　52-5474［ＦＡＸ兼用］

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

子育てワンポイントアドバイス
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◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
 医療費状況 ※累計は 4 〜 11 月

区　　分 国民健康保険

加入者数 9,699  人

11 月支払額 2 億 9,605 万  円

累　　計 24 億 6,821 万  円

1 人当たりの医療費（11 月） 30,524  円

23 年度 1 人当たりの医療費（月） 29,578  円

23 年度 1 人当たりの医療費（年） 354,932  円

医療費は年々増えています。その内、自己負担額を除
いた分の約 3 割は国保税で、残りの国県町負担となる 7
割も本を正せば私たちの税でまかなわれています。医療
保険制度を守り、税負担を少なく…。私たちのちょっと
した心がけで、その上昇をとめることができます。

＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

1 月 10 日（木）／きび保健福祉センター
1 月 17 日（木）／金屋文化保健センター
1 月 24 日（木）／きび保健福祉センター
2 月 6 日（水）／清水保健センター
2 月 7 日（木）／金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

4 カ月児健診［平成 24 年 9 月生まれ］
1 月 29 日（火）13:00 〜　金屋文化保健センター
10 カ月児健診　※いずれも金屋文化保健センター
［平成 24 年 2 月生まれ］1 月 8 日（火）13:00 〜
［平成 24 年 3 月生まれ］2 月 5 日（火）13:00 〜
1 歳 6カ月児健診
［平成 23 年 5 月 16 日〜 6 月 15 日生まれ］
1 月 16 日（水）12:30 〜　金屋文化保健センター

［平成 23 年 4 月〜 6 月生まれ］※清水地区対象
1 月 24 日（木）13:00 〜　清水保健センター
2 歳児健診
［平成 22 年 9 月 1 日〜 10 月 15 日生まれ］
1 月 23 日（水）12:45 〜　金屋文化保健センター
3 歳 6カ月児健診
［平成 21 年 6 月 16 日〜 7 月 15 日生まれ］
1 月 9 日（水）12:30 〜　金屋文化保健センター

［平成 21 年 5 月〜 7 月生まれ］※清水地区対象
1 月 24 日（木）13:00 〜　清水保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

2 月 6 日（水）　9:00 〜 11:00  清水保健センター
　「新聞遊び」

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

1 月 22 日（火）　9:30 〜 11:00　清水保健センター
　「節分遊び」

実施時間

9:00

〜

11:00

検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

1 月 20 日（日）8:00 〜／きびドーム
特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

1 月 7 日（月）清水保健センター
1 月 9 日（水）金屋文化保健センター
1 月 16 日（水）きびドーム
1 月 23 日（水）金屋文化保健センター
2 月 4 日（月）清水保健センター
2 月 6 日（水）きび保健福祉センター

栄養教室 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

①【血管にやさしい料理（脂質異常予防）】
2 月 14 日（木）10:00 〜 13:00

②【バランスのいい食事で糖尿病予防】
2 月 28 日（木）10:00 〜 13:00

■場所／いずれも金屋文化保健センター
■申込期間

① 1 月 28 日（月）〜 2 月 8 日（金）
② 2 月 12 日（火）〜 22 日（金）

■持参品／エプロン・三角巾

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
【20:00 〜 21:00】1 月 10 日（木）,1 月 24 日（木）

清水保健センター
【19:30 〜 20:30】2 月 7 日（木）

清水会館
【14:00 〜 15:00】1 月 17 日（木）
※１月はステップ台エクササイズ
　２月はエアロビックダンス

■持参品／上履き、飲み物、タオル　■参加費／無料

実施時間

9:00

〜
11:00
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こ ど も 教 育

秋は音楽会に文化祭そしてAKI☆DEN

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

御霊小学校 金屋中学校

11月 18日 11月 17日

町内小学校対抗の駅伝大会『第 3 回 AKI ☆ DEN』がきび会
館周辺で開催されました。

寒風の吹くなか各小学校の代表として選ばれた男女 6 人が
襷をつなぎ、優勝を目指し
て力一杯走りました。

順位 チーム名 タイム
1位 田 殿 小 A 46 分 35 秒
2 位 藤 並 小 A 47 分 03 秒
3 位 小 川 小 A 48 分 36 秒
4 位 鳥屋城小 A 48 分 48 秒
5 位 御 霊 小 A 50 分 20 秒
6 位 石 垣 小 A 50 分 23 秒

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

宣誓！

12月 1日

田殿小 A チーム

「空までとどけ、御霊ミュージック」と
いうスローガンのもと、御霊小学校の音楽
会が開催されました。多くのお客様に来て
頂いたなか、子どもたちは緊張しながらも
練習の成果を発揮することができました。

第 36 回金屋中学校文化祭を開催しまし
た。午前中は「押し花」「点字」など全部
で 11の「講座」に地域の方々 26 名を講
師としてお招きし、交流したり作品を作り
あげたりと、貴重な体験ができました。
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図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○き び 会 館 図 書 室　☎ 52 ─ 5859（代）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）

問
い
合
わ
せ

絵本原画展
「ちいさな駅美術館～P

ポンテ

onte d
デル

el S
ソーニョ

ogno～」
池田あきこ展 ……………………………… 1月14日（月）まで
有田川町絵本コンクール受賞作品原画展… 1月22日（火）～3月10日（日）
上映会 ……………………………………… 1月16日（水）16:00～

1 月のおはなしマラソン
（絵本の読み聞かせ）
◎ちいさな駅美術館／ 5 日（土）10:00～
◎金 屋 図 書 館／12 日（土）10:00～
◎清水 C.C 図書室／19 日（土）10:00～
◎きび会館図書室／26 日（土）10:00～

1 月の移動図書館
◇ 9 日（水）石 垣 小 13:00～13:20　◇ 11 日（金）粟 生 小 13:15～13:45
◇ 16 日（水）田 殿 小 13:00～13:30　◇ 17 日（木）城山西小 13:00～13:40
◇ 18 日（金）西ヶ峯小 15:40～16:00　◇ 23 日（水）安 諦 小 13:00～13:30
◇ 24 日（木）八 幡 小 13:00～14:00　→　楠 本 小 14:45～15:30
◇ 25 日（金）粟 生 小 10:25～10:45

おひざで抱っこのおはなし会（わらべうた教室）　0 ～ 2 歳児対象
◎金 屋 図 書 館／ 10 日（木） 9:30 ～

ブックランド　　※要申込
◎ ALEC ／ 19 日（土）

一 般 書
　小　説　

「ことり」 小川 洋子 著

「火口のふたり」 白石 一文 著

「父のひと粒、太陽のギフト」 大門 剛明 著

「おしかくさま」 谷川 直子 著

「ウエストウイング」 津村 記久子 著

「無名の虎」 仁志 耕一郎 著

「ふれられるよ今は、君のことを」 橋本 紡 著

「旅猫リポート」  有川 浩 著

「繚乱」 黒川 博行 著

　くらし　

「はじめよう！木版画」 五所 菊雄 著

「昔ながらの常備菜と浅漬け」 松本 忠子 著

「つくってあげたいシニアの「置き弁」」 舘野 鏡子 著

「こんがり！ホットサンドレシピ 100」
 ホットサンド倶楽部 著

「すぐに役立つ示談交渉からトラブル解
決まで交通事故をめぐる法律と解決マ
ニュアル」 奈良 恒則 監修

「イケア・無印良品・ニトリでつくる収
納インテリア」 学研パブリッシング 編

　健　康　

「乳がん あなたらしい治療を選択するために」
 山内 英子 著

「知らないまま？インフルエンザとワクチン」
 青野 典子 監修、山田 真 監修

「病気を遠ざける！魚の缶詰レシピ」
 白澤 卓二 監修、検見崎 聡美 料理
　子育て　

「団塊世代の孫育てのススメ」 宮本 まき子 著

「子どもの身長を伸ばす栄養と食事」
 川端 理香 著

「伸びる子・できる子の親の日常」
 金盛 浦子 著

「ひとり親でも子どもは健全に育ちます」
 佐々木 正美 著

 ビジネス 

「文藝春秋オピニオン 2013 年の論点 100」
 文藝春秋 刊

「日本経済の明日を読む 2013」
 みずほ総合研究所 著

1 月の本棚　～めでたいものづくし～

「東北の伝承切り紙」 
 千葉 惣次 文、大屋 孝雄 写真

「魔よけ百科」 岡田 保造 著

「神饌 神と人との饗宴」
 岩井 宏實 著、日和 祐樹 著

「神饌 神様の食事から“食の原点”を見つめる」
 南里 空海 著

「正月はなぜめでたいか」 岩井 宏實 著

「もち 糯・餅」 渡部  忠世 著、深沢  小百合 著

「福を招くお守り菓子」
 溝口  政子 著、中山  圭子 著

「ゑびす大黒」 INAX 出版 刊

「縁起物」 岩上 力 著

「絵馬に願いを」 岩井 宏實 著

「ナミヤ雑貨店の奇蹟」 東野 圭吾 著

児 童 書
「かいじゅうのさがしもの」
 富安 陽子 作、あおき ひろえ 絵

「ふしぎなイヌとぼくのひみつ」
 くさの たき さく、つじむら あゆこ え

「くろくまレストランのひみつ」
 小手鞠 るい 作、土田 義晴 絵

「いたずら人形チョロップと名犬シロ」
 たかどの ほうこ 作・絵

「水は、」 山下 大明 写真・文

「パンがいっぱい」 大村 次郷 写真・文

「まゆげちゃん」 真珠 まりこ 作・絵

「パンやのろくちゃん だからね」
 長谷川 義史 作

新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。
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●
第
8
回
有
田
川
駅
伝
大
会

■
と
き
／
3
月
3
日（
日
）

■
コ
ー
ス

○
成
人
の
部
A（
7
区
間
）
／
35
．2
㎞
…

ふ
れ
あ
い
の
丘
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
～
き

び
ド
ー
ム
【
第
1
区
・
4
．4
㎞
、第
2
区
・

5
．8
㎞
、
第
3
区
・
2
．0
㎞
、
第
4
区
・

2
．8
㎞
、
第
5
区
・
8
．7
㎞
、
第
6
区
・

6
．6
㎞
、
第
7
区
・
4
．9
㎞
】

■
参
加
費
／
1
チ
ー
ム　

7
，0
0
0
円

■
参
加
定
員
／
先
着
50
チ
ー
ム

※
表
彰
は
6
位
ま
で
。区
間
賞
は
１
位
の
み
。

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

○
成
人
の
部
B
、
小
学
生
男
子
・
女
子
、

中
学
生
男
子
・
女
子（
3
区
間
）
／
7
．

6
㎞
…
吉
備
庁
舎
西
側
～
き
び
ド
ー
ム

【
第
1
区
・
2
．0
㎞
、
第
2
区
・
2
．5
㎞
、

第
3
区
・
3
．1
㎞
】

■
参
加
費

・
成
人
の
部
B　

1
チ
ー
ム

２
，０
０
０
円

・
小
中
学
生　

1
チ
ー
ム	

３
０
０
円

※
小
学
生
の
参
加
は
4
年
生
以
上
と
し
、
町

内
の
小
中
学
校
に
在
学
す
る
も
の
と
し

ま
す
。

■
申
込
期
間
／
1
月
8
日（
火
）
9
時
～
22

日（
火
）
17
時

※
表
彰
は
各
部
門
3
位
ま
で
で
す
。
区
間
賞

（
成
人
B
は
1
位
の
み
、
小
中
学
生
は

3
位
ま
で
）・
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
変
更
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

●
平
成
24
年
（
第
8
回
）
有
田
川
町
ス
ポ
ー

ツ
賞
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
並
び
に
奨
励
と
向
上
を

図
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
個
人
ま
た
は
団
体
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
を

贈
り
表
彰
し
ま
す
。

次
の
選
考
基
準
に
基
づ
き
、
該
当
者
に

つ
い
て
各
種
団
体
等
か
ら
の
推
薦
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
選
考
基
準
】

■
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰

国
際
大
会
に
お
い
て
入
賞
し
た
者
お
よ

び
国
内
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
特
に
優

秀
な
成
績
を
挙
げ
た
者

■
ス
ポ
ー
ツ
賞

「
全
日
本
」
等
、
全
国
規
模
を
表
す
る
語

句
を
冠
す
る
大
会
で
、
第
1
位
か
ら
第
3
位

ま
で
の
成
績
を
挙
げ
た
者

■
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

「
全
日
本
」

等
、
全
国
規
模

を
表
す
る
語
句

を
冠
す
る
大
会

で
入
賞
し
た

者
、お
よ
び「
近

畿
」「
関
西
」等
、

相
当
な
規
模
で

あ
る
こ
と
を
表

す
る
語
句
を
冠
す
る
大
会
で
第
1
位
か
ら
第

3
位
ま
で
の
成
績
を
挙
げ
た
者

■
ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞

県
大
会
で
第
1
位
の
成
績
を
挙
げ
た
者

■
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ュ
ニ
ア
賞

小
学
生
以
下
の
者
を
出
場
者
と
す
る
「
全

日
本
」
等
、
全
国
規
模
を
表
す
る
語
句
を
冠

す
る
大
会
で
入
賞
し
た
者
、お
よ
び
「
近
畿
」

「
関
西
」
等
、
相
当
な
規
模
で
あ
る
こ
と
を

表
す
る
語
句
を
冠
す
る
大
会
で
第
1
位
か
ら

第
3
位
ま
で
の
成
績
を
挙
げ
た
者
お
よ
び
県

大
会
で
第
1
位
の
成
績
を
挙
げ
た
者

【
対
象
者
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
町
内
に
在
住
す
る
者

②
町
内
に
所
在
す
る
団
体

③
町
出
身
の
社
会
人
ま
た
は
大
学
生
お
よ
び

こ
れ
ら
に
準
ず
る
学
生

④
町
外
の
出
身
で
町
内
の
学
校
に
在
学
す
る

学
生
、
相
当
の
成
績
を
収
め
た
者

【
授
賞
の
対
象
期
間
】

平
成
24
年
1
月
1
日
よ
り
平
成
24
年
12

月
31
日
ま
で
と
し
、
個
人
ま
た
は
団
体
の
当

該
年
最
高
の
成
績
を
対
象
と
す
る
。

【
推
薦
期
限
】

1
月
24
日（
木
）
ま
で
に
推
薦
し
て
く
だ

さ
い
。

【
表
彰
式
】

3
月
9
日（
土
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

問
い
合
わ
せ

金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課
☎
5
2

−

2
1
1
1

Ａ　
　

Ｌ　
　

Ｅ　
　

Ｃ
☎
5
2

−

4
7
3
0（
直
）

昨年の様子
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『
中
学
生
の
税
の
標
語
・
作
文
』
で
、
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

標
語
の
部

◆
有
田
川
町
長
賞

納
税
は　

私
が
国
に　

出
来
る
事

吉
備
中
3
年　

泉　
　
　

美　

咲

税
金
で　

安
心
で
き
る　

町
づ
く
り

石
垣
中
2
年　

石　

井　

美　

佳

育
て
よ
う　

輝
く
心　

税
金
で

八
幡
中
2
年　

中　

西　

大　

虎

◆
有
田
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

あ
な
た
の
税　

社
会
の
中
で　

芽
吹
い
て
る

吉
備
中
3
年　

島　

田　

さ
く
ら

あ
り
が
と
う　

税
に
守
ら
れ　

こ
の
く
ら
し

金
屋
中
3
年　

久　

保　

翔　

登

◆
近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞

税
金
を　

納
め
て
み
ん
な　

笑
顔
だ
ね

白
馬
中
3
年　

中　

林　

良　

太

作
文
の
部

◆
有
田
川
町
長
賞

「
暮
ら
し
を
支
え
る
「
税
」」

吉
備
中
1
年　

星　

田　

委　

鈴

「
税
金
の
必
要
性
」

吉
備
中
1
年　

杉　

若　

亜　

美

「
大
切
に
す
る
こ
と
」金

屋
中
3
年　

谷　
　
　

久
留
美

「
税
金
か
ら
学
ぶ
」

石
垣
中
3
年　

新　

田　

咲　

乃

「
税
の
力
」	

白
馬
中
2
年　

竹　

上　

麻
奈
美

◆
国
税
庁
長
官
賞

「
税
金
の
あ
り
が
た
さ
」石垣

中
3
年　

岩　

垣　

恵　

太

◆
和
歌
山
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

「
良
き
社
会
、
良
き
未
来
の
た
め
に
」

八
幡
中
3
年　

林　
　
　

涼　

帆

◆
有
田
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

「
税
金
と
は
・
・
・
」吉

備
中
1
年　

大　

橋　

愛　

日

◆
有
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
」

石
垣
中
3
年　

清　

水　
　
　

彩

◆
近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞

「
未
来
を
明
る
く
す
る
税
金
」

吉
備
中
2
年　

竹　

中　

梨
花
子

◆
大
桑
教
育
文
化
振
興
財
団
理
事
長
賞

「
税
の
大
切
さ
」	

吉
備
中
1
年　

山　

本　

萌
優
子

「
救
急
車
と
タ
ク
シ
ー
」金屋

中
3
年　

久　

保　

翔　

登

「
税
の
知
識
」	

石
垣
中
3
年　

河　

村　

夏　

実

◆
湯
浅
納
税
協
会
会
長
賞

「
税
金
が
か
か
え
て
い
る
も
の
」

吉
備
中
3
年　

亀　

井　

瑞　

生

◆
湯
浅
税
務
署
長
賞

「
税
金
と
言
う
名
の
架
け
橋
」

八
幡
中
3
年　

辻　

井　

風
乃
佳

金屋・清水地区 吉備地区

表
彰中学

生
の
税
の
標
語
・
作
文
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有
田
川
町
消
防
出
初
式
を
次
の
日
程
で

開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
有
田

川
町
消
防
団
の
勇
壮
な
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
1
月
10
日（
木
）
10
時
～

■
場
所
／
明
恵
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

［
有
田
川
町
中
井
原
７
３
８

−

２
］

昭
和
24
年
1
月
26
日
に
、
法
隆
寺
金
堂
か

ら
出
火
し
た
火
災
に
よ
っ
て
、
壁
十
二
面
に

描
か
れ
た
仏
画
の
大
半
が
焼
損
し
ま
し
た
。

我
が
国
の
文
化
財
建
造
物
は
大
多
数
が

木
造
で
あ
り
、
美
術
工
芸
品
も
木
、
紙
、

布
等
燃
え
や
す
い
材
質
に
よ
り
造
ら
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
、
常
に
火
災
に
よ
る
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
か
ら
文
化
財
を
守
る

と
と
も
に
、
文
化
財
愛
護
に
関
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
昭
和
30
年
か
ら
、

法
隆
寺
金
堂
が
焼
損
し
た
日
で
あ
る
1
月

26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
て
、

文
化
財
建
造
物
等
に
お
け
る
防
火
運
動
を

全
国
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
有
田
川
町
で
は
、
平
成

25
年
１
月
27
日
に
観
喜
寺
（
観
喜
寺
）
お

よ
び
岩
倉
神
社
（
久
野
原
）
に
お
い
て
、

消
防
署
・
消
防
団
・
地
域
住
民
合
同
の
消

防
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
12
件

　

救　
　

急
…
…
1
1
0
5
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
18
件

（
平
成
24
年
11
月
30
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

昨
年
の
出
動
等（
累
計
）

有
田
川
町
消
防
出
初
式

文
化
財
防
火
デ
ー

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「法律で全ての住宅に火災警報器の設置が義務付けられています。」

窒ち
っ

息そ
く（

気
道
異
物
）

窒
息
は
異
物
（
食
物
な
ど
）
が

口
の
中
や
喉
な
ど
に
詰
ま
り
、
息

が
で
き
な
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

窒
息
を
起
こ
す
と
死
に
至
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
窒
息

の
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
大
切
な

こ
と
は
、
窒
息
を
予
防
す
る
こ
と

で
す
。

飲
み
込
む
力
が
弱
っ
た
高
齢
者

な
ど
で
は
食
べ
物
を
細
か
く
き
ざ

む
な
ど
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

苦
し
そ
う
、
顔
色
が
悪
い
、
声

が
出
せ
な
い
な
ど
、
異
物
に
よ
る

窒
息
で
あ
る
と
気
付
い
た
場
合
、

誰
か
に
１
１
９
番
通
報
を
依
頼
し
、

次
の
方
法
で
異
物
の
除
去
を
試
み

ま
す
。
な
お
、
傷
病
者
が
咳
を
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
咳
を
続
け

さ
せ
ま
す
。

傷
病
者
の
背
中
側
か
ら
腕
を
回

し
抱
え
る
よ
う
に
し
、
片
手
で
握

り
拳
を
作
り
、
傷
病
者
の
へ
そ
よ

り
も
上
で
み
ぞ
お
ち
の
下
方
に

当
て
ま
す
。
そ
の
拳
を
も
う
一
方

の
手
で
握
り
、
素
早
く
手
前
上
方

側
へ
圧
迫
す
る
よ
う
に
突
き
上

げ
ま
す
。

※
実
施
し
た
後
は
、
必
ず
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

妊
婦
や
乳
児
に
は
腹
部
突
き
上

げ
法
を
お
こ
な
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
次
の
方
法
（
背
部
叩
打
法
）

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
背は
い

部ぶ

叩こ
う

打だ

法ほ
う

手
の
ひ
ら
の

付
け
根
で
、
肩

甲
骨
の
間
を
力

強
く
連
続
し
て

た
た
き
ま
す
。

◎
反
応
が
無
く
な
れ
ば
、
た
だ
ち

に
心
肺
蘇
生
法
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
心
肺
蘇
生
中
に
異
物
が

見
え
た
な
ら
、
異
物
を
取
り
除

き
ま
す
。

平
成
24
年

消
防
出
初
式
の
様
子

◎
反
応
が
あ
る
場
合

○
腹
部
突
き
上
げ
法
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人
権
だ
よ
り　

85

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
人
権
機
関
有
田
川
の
啓
発

活
動
に
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
笑
顔
・
笑
い
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
人
権
標
語
募
集
に
は
、

小
・
中
・
高
校
生
か
ら
一
般
の
多
く
の
方

よ
り
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、

つ
く
ろ
う
よ　

み
ん
な
が
笑
顔
で

く
ら
す
ま
ち

お
互
い
を　

思
う
こ
こ
ろ
が　

笑
顔
よ
ぶ

笑
み
交
わ
し　

感
謝
の
気
持
ち

忘
れ
ず
に

な
ど
、
素
晴
ら
し
い
標
語
を
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

昨
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
い
じ
め
や
虐

待
に
よ
っ
て
尊
い
命
が
絶
た
れ
る
事
件
が

毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
な
い
日
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
改
め
て
、「
人
権
」
の

大
切
さ
、「
啓
発
活
動
」
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
も
人
権
有

田
川
で
は
、
講
演
会
、
映
画
会
の
開
催
や

研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
、
命
の
尊
さ
や
、

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
優
し
さ
や
、
思

い
や
り
の
大
切
さ
を
、
多
く
の
町
民
の
皆

様
と
学
び
、
考
え
な
が
ら
更
な
る
人
権
意

識
の
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
す

ぐ
に
効
果
の
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
役
員
一
同
日
々
研
鑽
し
平
和
で
思
い

や
り
に
満
ち
た
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　人
権
機
関
有
田
川

会
長

　山

　﨑

　一

　幸

昨
年
12
月
31
日
付
け
で
人
権
擁
護
委
員

の
三
ツ
村
あ
け
み
さ
ん
（
中
井
原
）
が
ご

退
任
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
1
月
1
日

付
け
で
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
山
口
芳
子

さ
ん
（
青
田
）
が
委
嘱
さ
れ
、
人
権
機
関

有
田
川
委
員
と
し
て
ご
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

笑
顔
・
笑
い
を
大
切
に

■
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
　

金
屋
庁
舎　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

映
画
会
の
お
知
ら
せ

「
ラ
ス
ト
ゲ
ー
ム

～
最
後
の
早
慶
戦
～
」

■
と
き
／
3
月
17
日（
日
）
18
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
／
き
び
ド
ー
ム

太
平
洋
戦
争
戦
時
下
「
野
球
は
敵

国
ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
」
と
六

大
学
野
球
が
廃
止
。
さ
ら
に
学
生
に

対
す
る
徴
兵
の
猶
予
が
停
止
、
若
者

達
は
戦
地
へ
と
赴
く
こ
と
に
。「
二

度
と
帰
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
若
者

た
ち
に
生
き
た
証
拠
を
残
し
て
や
り

た
い
」
と
、
慶
應
義
塾
塾
長
の
小
泉

信
三
な
ど
に
よ
り
遂
に
幕
を
開
け
る

早
慶
戦
。
そ
れ
は
、
別
れ
で
あ
る
と

同
時
に
、
明
日
へ
の
希
望
に
満
ち
た

ゲ
ー
ム
だ
っ
た
…
。

「
武
士
の
家
計
簿
」

■
と
き
／
2
月
3
日（
日
）
13
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

刀
で
は
な
く
、
そ
ろ
ば
ん
で
、
家

族
を
守
っ
た
侍
が
い
た
。

幕
末
か
ら
明
治
。
激
動
の
時
代
を
、

智
恵
と
愛
で
生
き
抜
い
た
家
族
の
姿

が
実
在
の
〈
家
計
簿
〉
か
ら
、
今
、

よ
み
が
え
る
。
世
間
体
や
時
流
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
つ
つ
ま
し
く

も
堅
実
に
生
き
た
猪
山
家
三
世
代
に

わ
た
る
親
子
の
絆
と
家
族
愛
を
描
い

た
物
語
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
入
場
協
力
券
が
必
要
で
す
。

○
お
と
な
／
５
０
０
円

○
こ
ど
も
（
小
・
中
学
生
）
／
２
０
０
円
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選別ライン

ベール
ピット

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
か
ら
搬
出
さ
れ

た
ベ
ー
ル
の
品
質
は
A
ラ
ン
ク
で
良
い

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

容
器
包
装
プ
ラ
ご
み
以
外
の
プ
ラ
ご
み

や
硬
質
プ
ラ
ご
み
は
日
鉄
住
金（
株
）
和

歌
山
工
場
内
に
あ
る
日
鉄
住
金
鉱
化（
株
）

で
代
替
燃
料
と
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

冬
の
節
電
にご協

力
く
だ
さ
い

供
給
電
力
が
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
夏
の
節
電
に
続
き
冬
の
節
電
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

期
間
は
3
月
29
日（
金
）
ま
で
の
午
前

9
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
の
間
、
家
庭
で

は
特
に
午
後
6
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
を

一
昨
年
の
消
費
電
力
に
対
し
、
6
％
以
上

の
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
践
例
と
し
て

●
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
下
げ
る
。

●
不
要
な
照
明
は
消
す
。

●
洗
濯
機
や
食
器
乾
燥
機
な
ど
午
後
6
時

か
ら
午
後
9
時
ま
で
の
間
を
避
け
る
。

●
冷
蔵
庫
の
設
定
を
弱
に
す
る
。

●
電
気
こ
た
つ
、
複
数
あ
る
家
庭
は
一
つ

の
こ
た
つ
で

な
ど
、
各
家
庭
で

工
夫
の
上
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２‐
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

も
の
を
取
り
除
き
ま
す
。

④
容
器
包
装
プ
ラ
だ
け
を
圧
縮
を
し
て

1
m
く
ら
い
の
立
方
体
に
固
め
ま
す
。

（
ベ
ー
ル
）

こ
の
容
器
包
装
プ
ラ
ご
み
（
ベ
ー
ル
）

は
北
九
州
市
の
日
鉄
住
金（
株
）
八
幡
製

鉄
所
へ
運
び
ま
す
。
こ
の
工
場
で
は

①
再
選
別
し
粒
状
に
形
成
し
ま
す

②
コ
ー
ク
ス
炉
で
熱
分
解
処
理
し

炭
化
水
素
油
、コ
ー
ク
ス
、コ
ー

ク
ス
炉
ガ
ス
を
抽
出
し
ま
す
。

③
炭
化
水
素
油
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
再
利
用
さ
れ
、
コ
ー
ク
ス
は

鉄
鉱
石
還
元
剤
に
、
コ
ー
ク
ス

炉
ガ
ス
は
発
電
所
の
代
替
燃
料

に
な
り
ま
す
。

①
危
険
物
等
無
い
か

確
認
し
ピ
ッ
ト
に

投
入
し
ま
す
。

②
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

で
運
び
上
げ
て
選

別
ラ
イ
ン
へ
。
こ

の
時
機
械
で
町
指

定
ご
み
袋
を
破
き

ま
す
。

③
選
別
ラ
イ
ン
で

は
、
手
選
別
で
容

器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
以
外
の
も

の
や
汚
れ
の
あ
る

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
は
最
後
ま
で
使
い
き
っ

て
か
ら
容
器
内
を
水
洗
い
か
テ
ィ
ッ
シ
ュ

等
で
ふ
き
取
っ
て
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
り
一
層

の
こ
ま
め
な
分
別
に
よ
る
ご
み
減
量
と
資

源
化
で
経
費
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
行
方

皆
様
か
ら
排
出
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
、
庄
に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集

場
に
あ
つ
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
次
の

工
程
で
容
器
包
装
プ
ラ
ご
み
、
容
器
包
装

以
外
の
プ
ラ
ご
み
や
硬
質
系
プ
ラ
ご
み
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
選
別
作
業
が
行
わ
れ

ま
す
。

平
成
23
年
度
決
算
か
ら

町
決
算
の
支
出
に
お
け
る
じ
ん
芥か
い

処
理

費
は
平
成
18
年
度
で
は
5
億
8
千
4
百
万

で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
23
年
度

で
は
5
億
2
千
6
百
万
円
（
う
ち

4
億
1
千
7
百
万
円
は
広
域
圏
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
の
支
出
金
）
で
5
千
8
百
万
円
の

削
減
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
平
成
23
年
度
収
入
（
ご
み
袋
売
上

料
、
資
源
ご
み
売
上
料
、
広
域
か
ら
の
清

算
金
等
）
は
5
千
4
百
万
円
で
し
た
。

ご
み
の
分
別
・
減
量
で
経
費

削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
皆
様
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み

を
な
る
べ
く
安
価
に
処
理
で
き
る
よ
う
、

ま
た
環
境
に
配
慮
し
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
ま
わ
し
ご
み
減
量

を
目
指
し
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

生
ご
み
は
水
分
を
よ
く
し
ぼ
っ
て
出
す
。

ま
た
は
自
宅
で
た
い
肥
化
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
生
ご
み
は
出
さ
な
い
な
ど
減
量
を

日鉄住金（株）八幡製鉄所 プラスチック収集場

水分が流れ出た
生ごみ
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ

権利・財産を守る
成年後見制度

☎
３２－５１０２
２５－１２６９
（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と
清水の２カ所で、介護予防等の相
談に応じています。
最寄の事業所にご連絡ください。

ぴありんくる ■日時　1 月 21 日（月）
　　　　10：30 〜 12：00 頃
■場所　金屋文化保健センター

『ぴありんくる』は、認知症の方を介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。

ひとり暮らしの今後が心配、知的障害を持つ子供の

将来が不安、親の年金が勝手に使われているみたい

など、加齢や障害により物事を判断する能力が十分で

ないと、生活不安が大きくなります。成年後見制度は、

大切な財産の取引・各種手続きや契約を行うとき、一

方的に不利な契約を結ばされないよう、家庭裁判所

から選任された成年後見人等が、本人の意思を尊重

しながら法律面や生活面で支援する制度です。

成年後見制度を利用するに
は申立て（申請）が必要です。
　申立てをすることができる方
は、本人、配偶者、四親等内の
親族（右図）です。

家族・親族も
成年後見人等になれます。

　申立て時に候補者を挙げることができる
ので、親族関係にある人を候補者に挙げる
と、その方が家庭裁判所から選任される場
合もあります。

成年後見人等は生活面・
財産面をサポートします。

　後見人等は本人の収支を把握・管理し、
今後の生活設計を提案します。また必要に
応じ、施設等への入所契約や不利益な契約
に対し取消を行います。

成年後見制度は、高齢者・障害者の権利や財産を守る手段の一つです。

ちょっと相談　大きな安心
成年後見制度に関するお問い合わせは

有田川町地域包括支援センターまで

四親等内の親族
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まちのデータ
（平成 24 年 12 月 1 日現在）

人口 27,754 人

男 13,121 人

女 14,633 人

10,195 世帯

交通事故発生件数
（11 月中、物損、高速含む）

有田川町 64 件
死者 0 人　負傷 18 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 － 2111
下 水 道 課 52 － 2111

環 境 セ ン タ ー 52 － 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 － 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 － 4882
有 田 聖 苑 52 － 3055
子 育て支 援センター { 52 － 5474

090-7966-1697
有田川町少年センター 52 － 8744

相 

談

◆
◆
◆

1
月
の
行
政
相
談

●
1
月
17
日
（
木
）

・
安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

9
時
～
11
時
30
分

・
沼
区
民
セ
ン
タ
ー　

13
時
～
15
時
30
分

●
1
月
31
日
（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

13
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

消
費
生
活
相
談

消
費
生
活
相
談

の
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

専
門
相
談
員

が
、
オ
レ
オ
レ
詐

欺
、
し
つ
こ
い
電

話
勧
誘
な
ど
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
電
話
相
談
可
】

■
開
設
日
／
1
月
22
日
（
火
）

■
時
間
／
13
時
～
16
時

■
場
所
／
有
田
川
町
役
場
金
屋
庁
舎
1
階

相
談
室

こ
の
消
費
者
相
談
は
、
有
田
地
域
共
同

で
開
催
し
ま
す
の
で
、
次
の
窓
口
も
利
用

で
き
ま
す
。（
13
～
16
時
）

○
1
月
4
日（
金
）有
田
市
役
所
3
階

☎
８
３
―
０
２
２
５

○
1
月
8
日（
火
）湯
浅
駅
前
多
目
的
広
場

☎
６
３
―
４
１
２
３

○
1
月
15
日（
火
）広
川
町
役
場
1
階

☎
６
３
―
１
１
２
２

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
商
工
観
光
課

肝
炎
無
料
出
張
相
談
会

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院 

肝

疾
患
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
専
任
看
護
師
に

よ
る
「
肝
炎
無
料
出
張
相
談
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

治
療
方
法
が
日
々
進
歩
し
て
い
る
中

で
、
最
適
な
治
療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
よ
う
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時
／
1
月
30
日（
水
）　

10
時
～
15
時

■
場
所
／
湯
浅
保
健
所

　
　
　

湯
浅
町
湯
浅
2
3
5
5
ー
1

■
相
談
内
容

・
肝
炎
の
診
断
お
よ
び
治
療
に
つ
い
て

（
肝
疾
患
全
般
に
つ
い
て
）

・
肝
炎
医
療
費
助
成
に
つ
い
て　

等

※
相
談
時
間
は
お
一
人
約
1
時
間
を
予
定

■
参
加
費
／
無
料

■
予
約
方
法

電
話
予
約

　

☎
０
７
３
―
４
４
１
―
０
８
５
０

　
　
（
肝
疾
患
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

■
問
い
合
わ
せ

湯
浅
保
健
所
総
務
健
康
安
全
課

☎
６
４
―
１
２
９
１

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

1
月
の
水
道

料
金
の
お
支
払

い
期
限
は
、
23

（
水
）
で
す
。

口
座
振
替
の

お
客
様
は
、
預

金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

税 

金

◆
◆
◆

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
第
4
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
7
期
の
納
付

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
第
4
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
7
期
分
の
納
期
限
は
、

1
月
31
日（
木
）
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
日
数
に
応

じ
て
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
金
融
機
関
等
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課
・
金

屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政

局
住
民
福
祉
室
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○
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
入
居
者
を

決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
清
水
行
政
局
建
設
環
境

室臨
時
職
員
の
募
集

■
職
種

①
一
般
事
務
職

（
役
場
各
庁
舎
な
ど
で
勤
務
）

②
保
育
士
（
各
町
立
保
育
所
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
）

③
給
食
調
理
員
（
各
町
立
保
育
所
・
小
中

学
校
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
）

■
勤
務
条
件

○
勤
務
時
間

い
ず
れ
も
基
本
的
に
一
日
7
時
間
45
分

で
す
が
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
報
酬

①
一
般
事
務
職
…
日
額
6
，
0
0
0
円

②
保
育
士

　

日
額
６
，６
０
０
円
（
資
格
有
）

　

日
額
６
，２
０
０
円
（
資
格
無
）

③
給
食
調
理
員
…
日
額
６
，０
０
０
円

■
採
用
時
期

欠
員
や
必
要
が
生
じ
た
と
き
随
時
担
当

課
か
ら
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

臨
時
職
員
は
登
録
制
で
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、ま
ず
「
臨
時
職
員
登
録
申
請
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付
の
う

募 

集

◆
◆
◆

町
営
住
宅
入
居
予
定
者
募
集

■
申
込
受
付
期
間

1
月
21
日
（
月
）
～
30
日
（
水
）

■
申
込
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
、

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
、
各
出
張
所

■
そ
の
他

○
入
居
に
は
、
所
得
制
限
等
一
定
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。

○
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定　

し
ま
す
。

え
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課
へ
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
資
格
証
明
書
の

写
し
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

登
録
申
請
書
は
各
庁
舎
に
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

○
勤
務
形
態
に
よ
り
、
社
会
保
険
・
厚
生

年
金
・
雇
用
保
険
、
有
給
休
暇
の
適
用

が
あ
り
ま
す
。

○
通
勤
距
離
に
応
じ
て
、
別
途
交
通
費
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課

　国
民
年
金

◆
◆
◆

国
民
年
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
可
能
期

間
の
延
長
（
後
納
制
度
）
及
び
受
給

資
格
期
間
の
短
縮
の
お
知
ら
せ

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
忘
れ
た
ま
ま
2
年
を
超
え
る
と
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
9
月

ま
で
の
3
年
間
に
限
り
、
過
去
10
年
以
内

の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
（
後
納
制
度
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

①
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
。

②
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
は
受
給
資

格
期
間
が
10
年
（
１
２
０
月
）
に
短
縮
さ

れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
受
給
資
格
期
間
を
満
た
さ
な

か
っ
た
方
が
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

や
、
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
後
納
制
度
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す

が
、
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ
る

納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
１
１
―
０
５
０

ま
た
は

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

☎
０
７
３
―
４
４
７
―
１
６
６
０

献 

血

◆
◆
◆

1
月
の
献
血

■
1
月
16
日（
水
）

○
和
歌
山
ア
イ
コ
ム

10
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

■
1
月
23
日（
水
）

○
ス
ー
パ
ー
松
源
吉
備
店10

時
～
12
時
30
分

○
あ
り
だ
農
協
本
所　
　
　

14
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

団地名 所在地 戸数 住宅の状況

川合団地 川合 249-1 1 平成 4 年度建設
床面積 69㎡

楠本団地 楠本 417 1 平成元年度建設
床面積 65.2㎡

小原団地 清水 680 1 昭和 63 年度建設
床面積 71.8㎡

※いずれの団地も、浴室・トイレ付き・3DK です。
※いずれの団地も木造二階建です。
※浴室には、風呂釜等（ボイラー）を取り付けておりませ

んので、入居者で取り付ける必要があります。
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間
伐
等
森
林
整
備
に
関
す
る
支
援
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

森
林
経
営
計
画
の
作
成
者
を
対
象
に
、
造

林
、
保
育
、
間
伐
な
ど
の
森
林
施
業
と
森
林

作
業
道
整
備
に
必
要
な
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

制 

度

◆
◆
◆

森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

（
ハ
ー
ド
事
業
／
国
・
県
・
町
補
助
）

対
象
作
業
は
、
地じ
こ
し
ら拵
え
、
植
栽
等
、
下

刈
り
、枝
打
ち
、雪
起
こ
し
、除じ
ょ
ば
つ伐
等
、間
伐
、

更
新
伐
、
森
林
作
業
道
整
備
な
ど
で
す
。

間
伐
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
件
を
満
た

す
こ
と
が
必
要
で
す
。

・「
森
林
経
営
計
画
」
の
作
成
・
認
定

・
事
前
計
画
の
作
成
・
提
出

・
5
ha
以
上
の
施
業
実
施
面
積

・
平
均
10
㎥
／
ha
以
上
の
搬
出

※
森
林
経
営
計
画
→
林
班
ま
た
は
隣
接
す

る
複
数
林
班
の
2
分
の
1
以
上
の
面
積

規
模
を
取
り
ま
と
め
て
計
画
を
立
て
て

認
定
を
受
け
ま
す
。

（
所
有
者
が
共
同
樹
立
・
森
林
組
合
な

ど
に
委
託
す
る
・
属
人
計
画
（
1
0
0
ha

以
上
）
を
立
て
る
）

そ
の
他
の
補
助
事
業
（
紀
の
国
森
林
環

境
保
全
林
整
備
事
業
／
県
・
町
補
助
）
等

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
森
林
組

合
等
林
業
事
業
体
・
有
田
振
興
局
林
務
課
・

金
屋
庁
舎
産
業
課
・
清
水
行
政
局
産
業
振

興
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
産
業
課
、
清

水
行
政
局
産
業
振
興
室

ま
た
は
有
田
振
興
局
林
務
課

☎
６
４
―
１
２
６
３

健 

康

◆
◆
◆

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で

体
力
づ
く
り

新
年
を
迎
え
、
年
初
め
の
こ
の
機
会
に

健
康
に
つ
い
て
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
2
階
に
あ

る
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
を
使
っ

て
体
力
づ
く
り
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
各
種
機
器
の
使
い
方
を
健
康
運

動
指
導
士
の
先
生
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

安
全
に
楽
し
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
た

め
に
、
興
味
が
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時
／
1
月
25
日
（
金
）
14
時
か
ら

■
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
20
名

※
事
前
に
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す

運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
18
歳
以
上

の
町
民
の
方
に
限
り
ま
す
。

■
参
加
費
／
無
料

当
日
は
運
動
し
や
す
い
服
装
で
、
上
履

き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
・
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
催
時
間
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
機
器
を
一
般
開
放
し
て
い
る
時
間

帯
と
な
り
、
利
用
さ
れ
る
方
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
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凡 例
行 政 区 域 界

都 市 計 画 区 域 界

換 水 区 域

下 水 管 渠

処 理 場

有田川町公共下水道（汚水）
都市計画決定面積　約 326ha

増
加
し
て
一
層
の
都
市
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
私
た
ち
の
暮
ら
し

も
近
代
化
し
、
家
庭
か
ら
の
洗
剤
な
ど
で

水
路
や
河
川
の
環
境
悪
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
住
民
一
人

ひ
と
り
が
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
を
強

　都
市
計
画

◆
◆
◆

吉
備
都
市
計
画
下
水
道
（
有
田
川

町
公
共
下
水
道
）
の
変
更
に
つ
い
て

現
在
、
有
田
川
町
の
吉
備
地
区
に
お
い

て
は
、
年
々
人
口
が
増
加
し
新
築
家
屋
も

く
も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

私
た
ち
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む

上
で
、
下
水
道
施
設
は
必
要
不
可
欠
な
施

設
で
す
。

有
田
川
町
で
は
、
美
し
い
自
然
と
快
適

な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
下
水
道
整
備

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
は
、
平
成
21
年
4
月

に
吉
備
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
水
ホ
タ
ル
）
が

完
成
し
、
一
部
地
域
か
ら
の
汚
水
処
理
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
渠
工
事

等
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
変
更
は
、
健
康
で
安
全
・
快
適

な
生
活
環
境
の
改
善
を
図
り
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
て
、
排
水
区

域
（
汚
水
）
の
追
加
を
行
う
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
計
画
案
を
住
民
の
皆
様
に

ご
覧
い
た
だ
く
期
間
を
設
け
ま
す
。
計
画

に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
方
は
縦
覧
期
間

中
に
有
田
川
町
役
場
吉
備
庁
舎
建
設
課
に

備
え
付
け
の
意
見
書
に
記
入
の
上
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

将
来
の
子
ど
も
た
ち
が
快
適
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
一
層
の
環
境
保
全
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

■
縦
覧
期
間

1
月
7
日（
月
）
～
21
日（
月
）

8
時
30
分
～
17
時
15
分

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
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案 

内

◆
◆
◆

平
成
24
年
度
有
田
地
方

障
害
児
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ

障
害
児
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
と
は
、
障

害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
ふ
れ
あ
う
こ
と

に
よ
っ
て
障
害
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
開
催
さ
れ

る
事
業
で
す
。

■
日
時
／
1
月
27
日（
日
）

受
付
／
12
時
30
分
～

開
催
／
13
時
～
15
時
30
分

■
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

手
話
コ
ー
ラ
ス
（
有
田
中
央
高
校
生
）

○
講
演
「
こ
こ
ろ
の
S
O
S
見
逃
し
て

い
ま
せ
ん
か
？
」

（
株
）メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
パ
―
ト
ナ
ー
代

表
村
上
寿
美
子
氏
（
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）

○
物
品
販
売
（
有
田
郡
市
の
作
業
所
に
よ

る
販
売
）

○
手
作
り
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
押
し
花
教

室
・
こ
け
玉
作
り
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

等
）

○
お
楽
し
み
抽
選
会
（
豪
華
な
景
品
を
あ

て
よ
う
！
）

キ
ノ
ピ
ー
や
き
い
ち
ゃ
ん
も
遊
び
に
く

る
の
で
、皆
さ
ん
も
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
ね
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

　最
低
賃
金
！

使
用
者
も

　労
働
者
も

平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら
和
歌
山
県
最

低
賃
金
は
、
時
間
額
6
9
0
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金
法
に

基
づ
き
国
が
最
低
の
賃
金
の
最
低
限
度
を

定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
。

な
お
、
最
低
賃
金
法
違
反
に
つ
い
て
は

罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
注
意

○
最
低
賃
金
は
常
用
労
働
者
の
み
で
は
な

く
、
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
に

も
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
最
低
賃
金
額
に
は
、
精
皆
勤
手
当
・
通

勤
手
当
・
家
族
手
当
・
時
間
外
手
当
・

ボ
ー
ナ
ス
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

○
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
の

地
域
（
産
業
）
の
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

○「
鉄
鋼
業
」・「
百
貨
店
、総
合
ス
ー
パ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
別
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
７
３
―
４
８
８
―
１
１
５
２

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探

し
て
い
ま
す
。

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分

か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お
よ

び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続

（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り

の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
最
寄
の
支
部
ま

た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
。

h
ttp

:/
/

w
w

w
.rin

ta
ik

y
o

.
ta

isyo
ku

kin
.g

o
.jp

/

■
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〒
１
７
０
―
８
０
５
５

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
1
―
24
―
1

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
９
０
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か
な
や
明
恵
峡
温
泉

か
ら
の
お
知
ら
せ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

旧
年
中
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

新
年
は
元
旦
よ
り
通
常
営
業
い
た
し
ま

す
。

※
１
月
１
日
～
３
日
の
各
日
、
先
着

１
５
０
名
様
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
す
。

■
粗
品
／
干
支
の
石
鹸

■
問
い
合
わ
せ
／
か
な
や
明
恵
峡
温
泉

☎
３
２
―
５
５
２
６

こ
う
の
と
り
サ
ポ
ー
ト
（
一
般

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
）

有
田
川
町
で

は
、
体
外
受
精
お

よ
び
顕
微
授
精
を

除
く
不
妊
治
療
並

び
に
不
育
治
療
に

要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
申
請
は
、

原
則
治
療
を
受
け

た
日
の
属
す
る
年

度
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
平
成
25
年
3
月
に
治
療
を
受
け
た
方

は
、
平
成
25
年
6
月
末
日
ま
で
申
請
期
間

が
延
長
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

地
籍
調
査
の
閲
覧
を
行
い
ま
す

平
成
23
年
度
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
地

区
に
つ
い
て
、
調
査
成
果
の
閲
覧
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
関
係
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

期
間
内
に
閲
覧
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
地
区
／
中
井
原
の
一
部
、
川
口
の

一
部
、
小
原
の
一
部
、
彦
ヶ
瀬
の
一
部

宇
井
苔
の
一
部

■
閲
覧
期
間

1
月
23
日（
水
）
～
2
月
11
日（
月
）

9
時
～
17
時

［
土
・
日
、
祝
日
も
実
施
し
ま
す
］

■
閲
覧
場
所
／
金
屋
庁
舎
2
階
大
会
議
室

※
会
場
が
昨
年
の
金
屋
文
化
保
健
セ
ン

タ
ー
か
ら
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
地
籍
調
査
課

「
糖
尿
病
予
防
教
室
」参

加
者
募
集

有
田
川
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会（
金

屋
支
部
）
で
は
生
活
習
慣
改
善
を
目
的
と

し
た
糖
尿
病
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
1
月
25
日（
金
）　

9
時
～

■
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

2
階
小
ホ
ー
ル

■
対
象
者

有
田
川
町
内
に
お
住
ま
い
の
40
歳
～
70

歳
の
男
女
（
30
名
）

■
内
容

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
調
理
実
習
、

試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
締
切
／
1
月
15
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
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去
る
11
月
23
日
、蘭
島（
あ

ら
ぎ
島
）
周
辺
の
二
つ
地
区

に
お
い
て
会
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

一
つ
は
三
田
区
の
金こ
ん

比ぴ

羅ら

権ご
ん

現げ
ん

社し
ゃ

で
す
。
約
10
日
前
か
ら

餅
米
の
準
備
や
境
内
の
清
掃
、

餅
つ
き
、
幟の
ぼ
り
建
て
等
の
準
備

が
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
、

幟
を
先
頭
に
、
餅
を
入
れ
た

た
ら
い
の
担
ぎ
手
、
役
員
の
皆

様
が
連
な
り
、
三
田
区
活
性

化
セ
ン
タ
ー
か

ら
金
比
羅
権
現

社
ま
で
お
渡
り

が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
祈
祷
、

本
引
き
の
後
、

餅
ま
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
西

原
地
区
の
春
日
神

社
・
愛
宕
神
社
で
す
。

地
区
の
方
々
が
供

物
を
持
ち
寄
り
、
ご

祈
祷
の
後
、
餅
や
お

菓
子
な
ど
が
参
詣
者

に
ま
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
2
つ
の
行

事
は
、
稲
の
収
穫
を

神
に
感
謝
し
、
無
病

息
災
や
子
孫
繁
栄
を

祈
る
「
亥い

の
子
」
と

呼
ば
れ
る
農
耕
行
事
で
す
。
こ
の
よ
う
な
年
中
行
事
は
、
先
人

達
の
祈
り
の
形
と
し
て
今
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ

り
、
心
の
支
え
や
地
域
の
絆
を
保
つ
も
の
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。蘭
島
周
辺
の
地
域
で
は
、地
域
の
方
々

が
信
仰
さ
れ
て
い
る
様
々
な
信
仰
物
が
数
多
く
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
会
式
や
年
中
行
事
が
今
も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
的
景
観
を
保
全
す
る
こ
と
は
、
目
に
見
え
る
風
景
を
対

象
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
目
に
は
見
え
な
い
信
仰
や
技

術
、伝
承
な
ど
を
含
め
て
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

文
化
的
景
観
保
全
の
主
役
で
あ
る
住
民
の
皆
様
や
自
治
会
組
織

を
始
め
と
し
た
地
域
共
同
体
の
絆
を
保
つ
信
仰
物
を
適
切
に
保

全
活
用
す
る
こ
と
は
、
文
化
的
景
観
の
保
全
を
行
う
上
で
重
要

な
こ
と
で
す
。

文
化
的
景
観
を
支
え
る
地
域
の
信
仰 そ

の
18

『
あ
ら
ぎ
島
編
』

春日神社ご祈祷

三田金比羅社ご祈祷

金比羅社お渡り

●
〒

６４３‐００２１ 和
歌

山
県

有
田

郡
有

田
川

町
下

津
野

2018 -4
●

有
田

川
町

役
場

総
務

課
　

TEL 0737
−

52
−

2111
●

E
-m

ail　
aridagaw

a@
tow

n.aridagaw
a.lg.jp

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
U

R
L　

http://w
w

w
.tow

n.aridagaw
a.lg.jp

広
報

 有
田

川
  2

0
1

3
.1

 vol.8
5




